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就任のご挨拶

新型コロナウイルス感染症に闘するPCR検査および相談について

新型コロナウイルスの検査が保険適応となりましたが、当院では対応しておりません。

また、発熱外来も行っておりません。

現時点では保健所と相談のうえ適応を判断し、保健所へ依頼しております。

新型コロナウイルス感染症に係るご相談については、受診される前にお住いの地域の保健所

相談窓口（帰国者・接触者相談センター）にご相談ください。



就任のご挨拶

　この度、4 月 1 日付で事務部長を拝命いたしま
した姉川と申します。
　世界的に猛威を振るっている新型コロナウィル
スの感染拡大が進んでおり、これまでにない緊
急対応が求められています。熊本県内において

も医療体制が崩壊することのないように様々な対
策が進められると思いますが、一市民としても自
己管理を徹底しながら、当院の感染管理体制に
素早く対応していきたいと思います。
　当院は地域の中核病院であり開放型病院、地
域医療支援病院としての運営を行いながら地域
の医療機関の皆様から頼られる病院となれるよ
う医療連携づくりに努めています。
　事務部門としても積極的に地域医療連携に関
わり、お役に立てるように努力してまいりますの
でよろしくお願いいたします。
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　このたび、令和 2 年 4 月 1 日付けで熊本医療センター
附属看護学校の教育主事を拝命いたしましたので、ご挨
拶を申し上げます。
　本校は 4 月に新入生 74 期生 43 名を迎えました。第
74 期生を迎えるにあたって、伝統と歴史のある学校の

教育主事を拝命することに責任を感じております。
　医療を取り巻く環境は大きく変化しており、看護職員
が活躍する場は医療機関に限らず在宅や施設などに広
がっています。看護師に求められる能力も多様化してい
ます。看護学校の教育もその大きな変化に対応していく
必要があります。看護師は、患者さまご家族の一番近く
にいます。患者さまご家族の方に寄り添えるような看護
師を育成できるように微力ですが努力してまいります。
　また、地域の方との交流も多いと伺いました。その伝
統を守り地域に根差した看護学校として地域に貢献でき
るように頑張っていきたいと思います。
　今後も、熊本医療センター附属看護学校をよろしくお
願いします。
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　この度、診療部長を拝命いたしました菊川浩明と
申します。
　昨年就任しました地域医療連携室室長の仕事を引
き続き担当いたします。地域医療連携室は主に前方
連携、後方連携、相談支援の 3 つの柱を中心に総

勢 18 名（医師 2 名、看護職 5 名、医療社会事業専
門職 6 名、事務職 5 名）で業務に当たっています。
患者さまの紹介から退院・転院までの調整の要（か
なめ）という立場にありますが、私自身できる事とし
ては、開業医の先生方より患者さまの紹介を頂ける
ように病院の宣伝マンとして活動することではないか
と考えています。当院は 34 の診療科を標榜しており、
ほぼすべての領域をカバーしています。各診療科の
強みや独自の治療、新たな取り組みなどを国立病院
ブランドとして積極的に発信し、登録医の先生方に
当院の魅力を余すところなくお伝えし、患者さまの紹
介を頂けるように尽力する所存です。どうぞ宜しくお
願い致します。コロナの終息を祈りながら。
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　4 月 1 日付けで診療部長を拝命いたしました
麻酔科の瀧と申します。私が麻酔科医として当院
に赴任して早 25 年が経過いたしました。当院で
当直をしてもほとんど救急車がこない時代の旧
国立病院から急性期病院へと変貌する時期にと

もに歩んでまいりました。その間には、センター
化を含めた病院機能向上、病院建て替え、震災
を経験し、中央診療部門としての手術センター、
ICU を微力ながら支えてきたつもりです。手術室
から見える現代の医療においては、高齢化はもち
ろんのこと疾病構造の変化や手術法の進化に伴
い、先進医療を支えるためにはシステムを含め、
莫大なコストがかかることを痛感いたします。こ
れからは将来当院が期待される役割は何かを常
に考え、当院スタッフとともに歩んでまいります
のでどうぞよろしくお願いいたします。
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　4 月 1 日付で沖縄病院より配置換えで参りまし
た安藤と申します。どうぞよろしくお願い致しま
す。着任して早々に感じたことは職員の明るさと
挨拶のすばらしさです。スピード感あふれるこの

熊本医療センターでやっていけるだろうかと不安
でありましたが、笑顔と心地良い挨拶にほっとし
ました。熊本は初めてであり、まずは土地を知り、
歴史を知り、人を知り、熊本医療センターを知
ることから始めたいと思います。その一員として、
熊本医療センターの基本理念である「最新の知
識・医療技術と礼節をもって、良質で安全な医
療を目指す」べく、役目を果たせるよう努力して
参りたいと思います。不慣れな点も多くご迷惑を
お掛けするかと思いますが、どうぞよろしくお願
い致します。
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　令和 2 年 4 月 1 日付けで長崎医療センターか
ら配置換えで参りました副薬剤部長の佐々木と
申します。5 施設目の転勤で熊本医療センター
は 10 年ほど前に勤務しており 2 回目となります。

この時期の医療センターの周囲には桜並木があ
り当時を懐かしく感じました。しかもヘリポート
や外来新棟の整備など以前とはまた違った外観
に身の引き締まる思いです。今後地域連携が重
要となってくることから、チーム医療において病
院薬剤師が専門性を発揮し適切な医療を提供で
きるよう考えています。また微力ながら病院経営
に貢献できるよう頑張っていきたいと思います。
慣れないところが多くご迷惑をおかけしますがど
うぞよろしくお願いいたします。
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【診療科目】
　内科、緩和ケア

【診療時間】
　月 ～ 土　　　　　  午前　9：00 ～ 12：30
　　　　　　　　　　午後 13：30 ～ 17：30　

【休診日】
　日曜日・祝日

【住所】
　〒 861-0136 熊本市北区植木町岩野 208-3

【TEL】
　096-273-0544　　　　080-8585-2595

うえき在宅クリニック

院長 松
まつ

岡
おか

 良
りょう

一
いち

◆貴院のアピールをお願いします
　サン = テグジュペリの著書「星の王子さま」のなか

でキツネが王子さまに「ものごとはハートで見なくちゃ

いけない、っていうことなんだ。大切なことは、目に

見えないからね。」と言う一節があります。

　住み慣れた自宅で、いつでも家族に会える環境で療

養を続けたいと思われる方は少なくありません。その

思いは目に見えないけれど大切なことです。私はその

思いに応えたいと考え 3 月 1 日に開院し、在宅訪問診

療を始めました。ケアマネージャー、訪問看護介護、

薬剤師、理学療法士の方々と共に安心と信頼の医療に

尽くしたいと思います。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　趣味は特にないのですがオーディオが好きです。ひ

まがあれば真空管アンプやスピーカーなど自作してみ

たいです。それを使って聞く音楽は格別だと思います。

診療所は植木町にありますので、この付近のお勧めス

ポットは、観光ならば熊本城の前身隈本城を築いた寂

心さんのクスノキが有名です ( 樹齢 800 年 )。夏の頃

がいいですよ。食事なら北区役所前の洋食店「はなこ

まち」がおいしいですね。目立ちませんが植木インター

近くには、いきなり団子のグランプリに輝いた団子屋

さんもあります。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　これまで救急患者さまをお願いして断られたことが

ありません。認知症の方でも対応してもらえることも

非常に助かります。本当にありがとうございます。訪

問診療ではすぐに診療情報提供書を送ることができず

事後になってしまいがちで申し訳なく思っております。

患者さまに面会する時も、まず地域医療連携室にお伺

いしますが、いつも丁寧に対応して頂けて恐縮してい

ます。今後も忘れずに共同指導実施票に記入致します。
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国立病院機構熊本医療センター
形成外科部長
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リンパ浮腫に対するリンパ管静脈吻合術

形成外科（No.7）医学シリーズ
No.261

　当院では地域がん診療連携拠点病院としての診療

体制充実のため、リンパ浮腫外来を開設し、リンパ

浮腫の診断、包括的治療を行っています。リンパ浮

腫の 90％はがん治療に伴うリンパ節郭清や放射線治

療によるリンパ機能低下が原因です。乳がん術後の

10 人に 1 人、子宮がん・卵巣がん術後の３人に１人に

発症するといわれています。

　リンパ浮腫の初期の特徴は、皮膚色の変化はなく、

無痛性のむくみです。適切なケアを行わずに放置して

いると浮腫は進行し、皮膚の線維化、脂肪組織の肥

大化をきたします。蜂窩織炎やリンパ漏を合併すると

リンパ浮腫は悪化しやすく、積極的な治療を行なうこ

とが望まれます。

リンパ管静脈吻合術（LVA）

　近年マイクロサージャリーの進歩により、リンパ管

細静脈吻合術がリンパ流路再建手術の主流となりま

した。リンパシンチグラフィーや螢光リンパ管造影検

査でリンパ管機能が残存している例に適応がありま

す。特に蜂窩織炎の既往がある患者さまやリンパ小

疱のある患者さまに推奨されています。術前にリンパ

管と静脈の走行を確認して吻合部位を決定し、３cm

程度の小切開からリンパ管、静脈を同定します。顕微

鏡下にリンパ管の末梢側断端と静脈の中枢側断端を

吻合することにより、リンパ液が閉塞したリンパ管を

迂回して静脈に還流するため、手術により浮腫軽減、

悪化の予防が期待できます。1 回の手術で３カ所ぐら

いリンパ管と静脈をつなぐようにしているため、手術

は３〜４時間かかりますが、出血や痛みはほとんどな

く体への負担が少ない手術です。術後は弾性着衣に

よる圧迫療法を行って排液を促し、手術効果を高め

るようにします。複合的治療の導入後にセルフケアが

確立した患者さまには、手術適応を検討しております

ので、お気軽にご相談下さい。

最近のトピックス

図 2　リンパ管（左）と静脈（右）を吻合したところ図 1　足部の蛍光リンパ管造影
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　当院の長年にわたる造血幹細胞移植医療における取り組みに対し、令

和 2 年 3月3日に熊本県から医事功労賞が授与されました。

　当院での造血幹細胞移植の歴史は 1991年にさかのぼります。当時の

内科医長 河野文夫先生が導入され、清川哲志先生、佐藤昌彦先生が

中心となって熊本県内第一例目の骨髄移植を成功させました。以来当院

は、熊本県の造血幹細胞移植センターとして積極的に移植医療に取り組

んできました。移植コーディネーターや移植後フォローアップ看護、栄養

科、リハビリ、薬剤科など多くの方々の協力による移植チームも組織され、

綿密な観察・介入体制も確立しています。2013 年には東京大学医科学研

究所附属病院に赴任していた河北敏郎医師（現血液内科部長）が加わり、

臍帯血移植や HLA 不一致移植など高度な移植も飛躍的に増加していま

す。

　これらを通じ、造血幹細胞移植症例数は 1991年～ 2019 年までの総計

で 1,112 症例と国内でもトップクラスの実績を残しています。今回我々の

取り組みが評価され受賞につながったことは大きな喜びであり、励みに

なりました。これまで関係していただいた方々に深く感謝しますとともに、

これからもよりよい移植医療を提供できるように精一杯努めて参ります。

　2020 年 3月18日に熊本医学会奨励賞授与式が、熊本大学医学部肥後

医育記念館で執り行われました。JICA 国際医療協力：発展途上国に対

する集団研修「包括的ウイルス肝炎対策」における25 年間の活動が熊

本医学会奨励賞＜社会活動部門＞を受賞いたしました。具体的な活動内

容は、1994 年から2002 年にかけて集団研修コースの講師として「肝硬変

と肝がんの臨床像」の講義、2003 年から2018 年にかけてコースリーダー

として研修の立案、策定ならびに講義、病院実習、他施設での見学研

修の同行を含めたファシリテーションを行い、研修を修了したのち帰国

後の肝炎対策のアクションプランを補助しました。通算 25 年間にわたり

発展途上国の肝炎に関する知識の普及と包括的肝炎対策策定のサポート

を行いました。活動の総括として 2019 年 10月11日より20日まで主たる

参加国であるエジプトでの研修成果のフォローアップ調査と、肝炎対策

に関する現地視察を行いました。WHO（世界保健機関）が 2030 年に設定

した世界的な肝炎撲滅がほぼ達成されつつあることに驚きを感じるとと

もに、これまでのJICA 肝炎対策コースがその基礎を築いてきた貢献度

が大きいことを実感しました。この受賞にあたり、蟻田功名誉院長、河

野文夫前院長ならびに髙橋毅現院長、前コースリーダーを務められた故

木村圭志先生をはじめご協力いただいた皆様に心よりお礼申し上げます。

熊本県医事功労賞が授与されました

副院長
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富澤一仁 熊本医学会会長富澤一仁 熊本医学会会長

髙橋毅 院長髙橋毅 院長

熊本医学会奨励賞を受賞しました
～国際医療協力：発展途上国に対する集団研修「包括的ウイルス肝炎対策」における25 年間の活動～

診療部長・消化器内科部長
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2020 研修センター
QR コード▶5月

研修日程表への問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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患者さまをお待たせしないために

ご紹介は、外来紹介予約センター
096-353-6565 
096-353-6566 受付平日 8:30～17 : 00 をどうぞご利用ください。

診痕科 月 火 水 木 金

辻隆宏 辻隆宏 辻隆宏 辻隆宏
辻隆宏

総合診療
園友 耕太郎 圏友 耕太郎 園友耕太郎 圃友耕太郎

吉村文孝
圃友耕太郎

血液
河北敏郎 原因奈穂子 製逮智 日高 道弘 原因奈穂子
平野太一 三井士和 井上佳子 河北敏郎 窪田晃

糖尿病・内分泌
西川武志（午前新患） 小野恵子（午前新患） 西川武志（午前新患） 木下博之（午前新患） 橋本章子（午前新患）

総合医療セン事ー 小野恵子（牛前再診） 西川武志（午前再診） 橋本章子（午前再診） 小林由佳（午前再診） 木下博之（午前再診）

（内科） （午前のみ） （午前のみ） （午前のみ） （午前のみ） （午前のみ）
呼吸器セン告ー

名村亮
小野 宏 小野宏

名村亮
小野宏

熊大医師（院内コシ引レト） （午前紹介のみ）原 英記 熊式医師（院内3ンザルト）

感量症肉科 ～～～～～～～～ （午前のみ）小野宏 （午前のみ）小野宏 一一一一一～ （午前のみ）小野 宏

腎セン聖一（腎臓内科） 梶原健吾
伊達亮佑

中村朋文 松永英士 富田正郎
（富田正郎）

腫蕩内科
境健爾 境健爾 境健爾 境健爾 境健爾
三井士和 祭達智 礎部博隆 三井士和 築達智

石井将太郎 杉和洋 杉和洋 杉和洋 上野茂紀
診 察 松山太一 中田 成紀 石井将太郎 松山太一 中国成紀

消化器病セン9 上野茂紀 東哲生 志茂田美紀 東哲生 馬見塚大悟
（消化器内科）

肉視鏡 l 午前 申田志茂田（東） 松山 馬見塚 松山 上野 中国 馬見塚 志茂田 石井東（志茂田）
午後 東志茂田 馬見塚（中国） 石井松山志茂田馬見塚 中国東よ野 （松山） 中田 上野馬見塚 （石井） 石井 松山 志茂回

腹部超音波 杉東馬見塚 石井上野志茂田 申回東 馬貝塚 石井上野 （志茂田） 杉松山志茂田

心臓血管セン告－
藤本和輝 田山信至

日下裕章
大塚康弘

松原純ー
診 察 白尾 友宏 大塚康弘（隔週新患） 野津原淳

（循環器内科）
日下裕章（新患） 野津原；享（隔週新患）

松原純一（新患）
藤本和輝（新患）

岡山信至（新患）

（心臓血管外科） 手術日 岡本実
岡本実

手術日 岡本実
田中睦郎

初めての方 山下建昭 神野哲平 担当医 大潮一太 山下建昭
精神・神経科

2回目からの方 担当医 山下建昭 ～～～～～』 山下建昭 橋本聡

診察
氷上智之

岡田拓巴
水上智之

水上智之
岡田拓巳

永芳真理子 岡田拓巳 永芳真理子

小児科 免疫 氷上智之 ーーーーーーーー 水上智之 水上智之 一ーーーーーーー－

アレルギー ＼＼＼＼  緒方美佳 ＼＼＼＼  
緒方美佳

平井奈美
平井奈美

外科 小澄敬祐
水元孝郎

美馬浩介
宮成信友

久保田竜生
井上 光弘 井上光弘

脳神経セン聖一 大塚忠弘
手術日

大塚忠弘
中川隆志

大塚忠弘
（脳神経外科） 中川隆志 武末吉広 宮崎愛里

（脳神経内科） 幸崎 弥之助 小阪崇幸
天野朗子 幸崎弥之助 天野朋子
津田幸元 小阪崇幸 津田幸元

福π 哲也 福冗哲也
前田智

午前 福田和昭 前回智
中馬東彦

平井奉博 福田和昭
整形外科

福元哲也
手術日 手術日

前田智 中馬東彦
午後 福田和昭

満瀬葉介 宮崎誠大
平井泰博

前田喜寛
菊川浩明 担当医 前田 喜寛

菊川浩明
泌尿器科 矢野大輔 （手術日） 銘苅晋吾

鮫島智洋
近浦慶太 （紹介のみ） 山中 達郎

矢野大輔

産婦人科 高木みか
西 村弘

山本文子
高木みか 西村弘

山本文子 山本直 山本直

感覚器セン事ー
集木大輔 業木大輔 柴木大事事

（眼科）
宮崎洋子 （手術日） 宮崎洋子 （手術日） 宮崎洋子
木山優 木山優 木山優

感覚器セン聖一
手術日

上村尚樹
手術日

担当医 上村尚樹
（耳鼻咽喉科） 竹本梨紗 熊谷譲（14:00～17:15) 竹本梨紗

初診（紹介あり） 城野剛充 牧野公治 担当医 西葉月 島田 秀一
感覚器セン告ー

再診 城野剛充 西 葉月 島田秀一 城野同l充 牧野公治（皮膚科）
（初診無紹介） 担当医 枚野公治 担当医 西 葉月 島田秀一

（午 後） （午 後 ） （午 後 ） （午 後 ）

形成外科
大島秀男 大島秀男 大島秀男

（リンパ浮腫外来） 担当医 手術日 東野哲志
東野哲志東野哲志 （紹介のみ） （自費診療）

前山倣 前山徹 前山徹

放射線科
治療（予約制） 冨高 悦司、福川喜之、松本忠士

画像診断 吉松俊治、浅尾千秋、伊藤加奈子、根岸孝典、幸村紘子

宮崎直樹
＼ ＼＼  

（午前のみ）

＼ ＼  
（午前のみ）

麻酔科 （術前診察／麻酔相談）
森永真矢 古庄千代
（麻酔相談） （麻酔棺談）

緩和ケア外来 磁部博隆 築達智 磁部博隆 磁部博隆 磁部博隆

歯科 中島健、谷口広祐、早川真棄、中尾美文

口腔外科 中川文雄 中川文雄 中川文雄

原因正公、 北田 真己、棲井聖大、渋沢崇行、清水干華子、

救命救急セン告ー 山田周、橋本聡、深水浩之、松尾悠史

木村文彦 宮内 大介

ストーマ 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師
看護外来 がん看護 専門看護師（午前） 専門看護師 専門看護師 専門看護師 専門看護師

移植種対日刊7 園門官＇＂＂ m 柵 国門官2室町柑 制旬

薬剤師外来 がん化学療法 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師
，、円‘・ ・ ... ー． - - -• L.~ ’ー『『 ， －－ ’ーυ

FAX 
096・353-6563

国立病院機構
熊本医療センター
地域医療連携室室長

菊川浩明
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